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「世の人々の楽しみと幸福の為に」と、久留米市出身のブリヂストン創業者・
石橋正二郎氏より寄贈された文化・芸術施設です。四季折々の花々や紅葉に
彩られる広大な庭園を有するほか、久留米市美術館をはじめ、音楽ホールや
図書館、画家の坂本繁二郎旧アトリエなどが点在しており、市民の憩いの場
として、文化芸術の拠点として、多くの人々に親しまれています。

久留米は、何と言っても「とんこつラーメン発祥の地」。豚骨を長時間煮込
んで作られた白濁したスープに、ストレート麺がその特徴です。市内にはた
くさんのラーメン店があり、それぞれで店主が工夫を凝らした味が異なるた
め、自分好みのお店を探すのも楽しみの一つ。飲み会後の締めにはラーメン
店へ、これが久留米のスタイルです。

久留米は、人口に対する店舗数が全国有数の焼きとりのまち。久留米焼きと
りの最大の特徴は、そのバラエティの豊かさ。鶏や豚、牛、馬、魚介類、野菜、
巻物など、各店自慢の焼きとりを堪能できます。医学部生たちが医学用語（ド
イツ語）で呼び始めたのがきっかけといわれる「ダルム（腸）」、「ヘルツ（心臓）」
などは、医師数が全国トップクラスの久留米ならではの呼び方です。

久留米市の花久留米つつじは、久留米市のシンボルであり、日本中で愛され
ている花です。また、日本だけでなく国際的にもクルメアザレアの名で親し
まれています。公園や街路、家庭の庭でたくさんの種類を見ることができ、
春には久留米市内のいたる所で色とりどりの花を咲かせています。「久留米
森林つつじ公園」は、久留米つつじや平戸つつじなど61,000株が咲くつつ
じの名所です。また、この公園からは筑後平野を眼下に見渡せます。

石橋文化センター

久留米焼きとり

久留米つつじ

久留米ラーメン



第６９回福岡県公民館大会　県公連会長挨拶

　第69回福岡県公民館大会が、県内各地から公民館関係者をはじめ多くの皆様の御参加

をいただき、ここ久留米市におきまして、盛大に開催されますことを誠に嬉しく思って

おります。

　また、この度、地域の公民館活動における顕著な御功績に対し、福岡県公民館連合会

の表彰を受けられます皆様に、心から敬意を表しますとともに、お祝い申し上げます。

　昨今は「人生100年時代」と呼ばれ、私たちの生き方や社会の在り方も大きく変化して

います。この長寿社会においては、長生きすると共に、心身ともに健康で充実した人生

を送ることが求められています。ここで重要な概念となるのが「ウェルビーイング」です。

　ウェルビーイングとは、単に健康であることだけではなく、個人が精神的、社会的に

も満たされ、自分の人生に満足し、社会の一員として活躍できる状態のことです。そして、

このウェルビーイングを実現するためには、個々人の努力だけではなく、地域社会全体

の支援が不可欠であると言われています。

　公民館は地域住民の交流の場であり、学びや活動を通じて互いに支え合うコミュニティ

の中核を担っています。つまり、公民館活動は、地域社会のウェルビーイングの向上に

大きく貢献できる可能性を有しています。

　これらのことを踏まえ、今年度の大会テーマは「地域住民がウェルビーイングを実現

できる公民館を目指して！～人づくり・つながりづくり・地域づくり～」としています。

今大会が、県内各公民館活動の、より一層の充実・発展につながり、ひいては地域住民

のウェルビーイングの向上の一助となることを願っております。

　結びに、大会開催に当たり、昨年度から準備を進めていただいておりました久留米市

をはじめ、関係各位の御配慮に心からお礼を申し上げますとともに、公民館関係者の皆

様のますますの御活躍と御健勝を祈念申し上げ、挨拶といたします。

� 令和６年８月７日

福岡県公民館連合会

会長���武 井 政 一
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第６９回　福岡県公民館大会開催要項

１　趣　　　旨 近年、少子・高齢化、都市化・過疎化の進行とともに、society5.0時代の到
来など、生活様式や価値観の多様化等、社会情勢が急激に変化しています。
その結果、地域の担い手不足や人間関係の希薄化などが懸念され、いかにし
て持続可能で活力ある社会を構築していくかが問われています。そのような
中で、公民館は事業を通して、多世代とのつながりや地域の連帯意識を高め
て地域づくりを進めてきました。
本大会は、県内の公民館関係者・コミュニティ施設関係者が一堂に会し、
全国有数の取組について事例発表や講話を通して学ぶことで、公民館の機能
と果たすべき役割を再認識し、取組への意欲を向上させるとともに、今後の
公民館等の活動を一層充実させることをめざします。

２　大会テーマ 「地域住民がウェルビーイングを実現できる公民館を目指して！」
～人づくり・つながりづくり・地域づくり～

３　主　　　催 福岡県公民館連合会、福岡県教育委員会

４　共　　　催 久留米市教育委員会

５　後　　　援 福岡県、久留米市、福岡県市長会、福岡県町村会、福岡県市町村教育委員会連
絡協議会、福岡県社会教育委員連絡協議会、福岡県視聴覚教育協会、福岡県Ｐ
ＴＡ連合会、福岡県地域婦人会連絡協議会、福岡県子ども会育成連合会、福岡
県文化団体連合会、福岡県明るい選挙推進協議会、福岡県金融広報委員会

６　期　　　間 令和６年８月７日（水）

７　会　　　場 久留米シティプラザ「ザ・グランドホール」
〒８30－0031　福岡県久留米市六ツ門８－1
ＴEL：0942－3６－3000

※公民館（市民センター・コミュニティセンター等を含む。）
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８　参　加　者 約８00名
公民館等職員、自治（町内）公民館等関係者、市民センター関係者、コミュ
ニティ施設関係者、公民館運営審議会委員、社会教育委員、学校教育関係
者、生涯学習・社会教育関係者、社会教育関係団体

９　日　　　程 12：15 ～� 受付
12：50 ～ 13：20� 開会・記念式典（30分）

13：25 ～ 14：05� 事例発表（40分）

� 「ウェルビーイングを高めるために！～KIITO、
� プラス・アーツでの実践から見えてくること～」
� デザイン・クリエイティブセンター神戸（KIITO）センター長　　　
� 永田　宏和　氏
14：05 ～ 14：55� トークセッション（50分）

� 「ウェルビーイングの実現に向けて！
� ～公民館ができること～」
� デザイン・クリエイティブセンター神戸（KIITO）センター長　　　
� 永田　宏和　氏
� 東京大学大学院教育学研究科　教授　牧野　　篤　氏
� 福岡県公民館連合会専門部長　　　　　　　　
� 北九州市生涯学習課係長　菅　　恒弘　氏

15：05 ～ 15：55� 講話・まとめ（50分）

� 「ウェルビーイングの実現に向けて！
� ～福岡へのエールを込めて～」
� 東京大学大学院教育学研究科　教授　牧野　　篤　氏
16：00� 閉会

コーミン
福岡県公民館連合会
マスコットキャラクター
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福岡県公民館連合会表彰

種別 番号 市町村名 氏　　名 所属 役職名 業　　　績

公
　
　
立
　
　
公
　
　
民
　
　
館

1

福岡市

西
にし

尾
お

　 正
まさ

義
よし 東区

香
か

椎
しい

東
ひがし

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【多世代の連携】多世代の連携は音楽を通じて行
えると考え、毎年1～2回、〇〇コンサートと
銘うち、地域の男女共同参画推進会などと協力
しながら開催し、地域発展に貢献した。

2 中
なか

野
の

　 　 明
あきら 南区

若
わか

久
ひさ

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう

【後継者・指導者育成】自治協議会と連携し、若
久まつり、校区運動会、校区防災訓練等に積極
的に関わり、安全で住みよいまちづくりを目指
すとともに中堅、若手の人材発掘および育成に
貢献した。

3 尾
お

石
いし

　 静
しず

雄
お 西区

姪
めいのはま

浜 公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう

【多世代の連携】地域の繋がりを生み、文化とし
て次世代に残せるものを生み出そうと結成され
た姪浜楽舞隊（らぶたい）の踊り手を誘導する
「あおり」や伝統文化推進委員会の会長を務める
等、地域の連携に貢献した。

4 渡
わた

邊
なべ

　 　 彰
あきら 西区

内
うち

浜
はま

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう

【ICT の活用】福岡市内の公民館と共同で、
ZOOMを活用したブラこうみんかん事業を実施
し、他校区の住民と交流しながら、地域の歴史
を学ぶとともに、地域のデジタル化支援の推進
に貢献した。

５ 三
み

宅
やけ

　 睦
むつ

子
こ 城南区

長
なが

尾
お

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ
【大学や他機関との連携】企業の出前講座や、大
学生・小学生が講師を務めるWi-Fi 活用術、eス
ポーツ体験会などの講座を実施し、校区の生涯
学習と地域コミュニティ活動の支援に貢献した。

６ 髙
たか

岸
ぎし

真
ま

佐
さ

世
よ 城南区

片
かた

江
え

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ
【多世代の連携】三世代モルック大会、工作教室
（箸作り）などの体験講座、2校区合同スポーツ
交流会等、地域団体と連携し、世代間交流につ
ながる事業を実施し、多世代の連携に貢献した。

７ 椎
しい

屋
や

　 広
ひろ

美
み 城南区

金
かな

山
やま

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ
【多世代の連携】子どもの居場所、カフェたまり
場など、地域団体と連携を図りながら校区の実
情にあった事業を実施し、多世代の連携に貢献
した。

８ 松
まつ

尾
お

佳
か

代
よ

子
こ 城南区

南
みなみ

片
かた

江
え

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ
【青少年教育】ハムスター広場、南片江こどもさ
ろん、そらまめくらぶ（多胎児学級）など、特に
若い世代（幼児を含む子ども対象）が参加できる
ような事業に力を入れ、青少年教育に貢献した。

9 佐
さ

野
の

　 晶
あき

子
こ 早良区

脇
わき

山
やま

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ

【組織づくり・仕組みづくり】校区自治協議会や
その他の関係団体と連携し、わさび田再生プロ
ジェクトや交通弱者支援としての買い物バスの
運行など、地域の課題解決とコミュニティの活
性化に貢献した。

10 大刀洗町 橋
はし

本
もと

　 朋
とも

美
み
大刀洗町

公
こう

民
みん

館
かん

運
うん

営
えい

審
しん

議
ぎ

会
かい

委
い

員
いん
委
い

員
いん

長
ちょう
【公民館施設の管理・運営】大刀洗町中央公民館
の大規模改修の際、町民目線で改修におけるレ
イアウトや設備のアドバイスを行い、公民館施
設の利便性の向上に貢献した。

祝

令和６年度福岡県公民館連合会表彰一覧（公民館役職員）
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種別 番号 市町村名 氏　　名 所属 役職名 業　　　績

公
立
公
民
館

11 柳川市 北
きた

島
じま

　 則
のり

行
ゆき 柳川市

皿
さら

垣
かき

校
こう

区
く

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう

【多世代の連携】校区運動会や校区公民館レクリ
エーション大会などの多彩な校区公民館事業や
諸活動を通して、地域住民の親睦を深めるとと
もに地域の生涯学習意識の向上、健康増進に貢
献した。

自
　
治
（
町
　
内
）
公
　
民
　
館

1

北九州市

畑
はた

間
ま

　 新
しん

一
いち 小倉北区

到
いとう

津
づ

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう

【多世代の連携】初夏の風物詩である鯉のぼりま
つり、夏の盆踊りや慰霊祭、どんど焼きや鏡び
らきなど、歴史を重んじ伝統文化を継承する事
業を通じて、地域における多世代の連携に貢献
した。

2 野
の

田
だ

　 公
きみ

治
はる 小倉南区

田
た

原
はら

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【団体育成・サークル活動】感染症拡大防止を踏
まえた活動自粛の最中でも、工夫を凝らして体
育事業やヨガ、書道、詩吟などのサークル活動
を支援し、その活動に貢献した。

3 宮
みや

崎
ざき

　 賢
けん

二
じ 小倉南区

能
のう

行
ぎょう

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【団体育成・サークル活動】感染症拡大防止を踏
まえた活動自粛の最中でも、工夫を凝らしグラ
ンドゴルフ大会や体育祭といった体育事業を支
援し、その活動に貢献した。

4 吉
よし

田
だ

　 正
まさ

彦
ひこ 若松区

小
こ

石
いし

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう

【多世代の連携】三世代グラウンドゴルフやタケ
ノコ掘り親睦会の実施などの活動を通じて、多
世代の連携や、公民館が地域の教養、文化、健
康増進等の活動拠点となるような地域づくりの
推進に貢献した。

５ 筑紫野市 宮
みや

本
もと

　 元
もと

美
み 筑紫野市

岡
おか

田
だ

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ

【青少年教育】地域の方々と密接に連携して子ど
もを育てていくために、公民館まつりなどの自
治会行事・夏休み教室・公民館主催講座などを
通じて、地域の方々と青少年との世代間交流を
継続し、青少年教育に貢献した。

６ 小郡市 権
ごん

藤
どう

　 英
ひで

幸
ゆき 小郡市

宝
ほう

城
じょう

南
みなみ

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう

【多世代の連携】催し事を中心とした多世代交流
の場に若い世代を引き込むとともに、新型コロ
ナの影響で開催を断念してきた地域行事を復活
させるなど、永続的なコミュニティの形成に貢
献した。

７ 筑後市 西
にし

　 　 眞
まさ

信
のぶ

筑後市

藤
ふじ

島
しま

公
こう

民
みん

館
かん

（兼
けん

）

羽
は

犬
いぬ

塚
づか

校
こう

区
く

公
こう

民
みん

館
かん
館
かん

長
ちょう

【多世代の連携】藤島行政区の公民館長として、
地域交流会等の公民館の行事や健康落語等の講
座の実施、藤島行政区の自治公民館長として防
災マップづくりを行う等、多世代の連携や安全・
安心な地域づくりに貢献した。

８

大川市

角
つの

町
まち

　 友
とも

幸
ゆき 大川市

小
こ

保
ぼ

団
だん

地
ち

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう

【多世代の連携】町内の「絆づくり」や「和」を
第一に考え、そのための取組を組織面や活動面
の中で工夫し、子どもから高齢者までの世代間
交流や近隣地域との交流を促進する等、明るく
住みよいまちづくりに貢献した。

9 後
ご

藤
とう

　 　 勇
いさむ 大川市

下
げ

林
ばやし

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう

【多世代の連携】子どもからお年寄りまで参加で
きるイベントを計画し、世代間交流に意欲的に
取り組むとともに、子ども育成会と連携して夏
休みラジオ体操を実施する等、明るく住みよい
まちづくりに貢献した。

類
　
似
　
施
　
設

1

朝倉市

鳥
とり

巣
す

　 秀
ひで

茂
しげ

朝倉市

高
たか

木
き

地
ち

区
く

�

コミュニティ協
きょう

議
ぎ

会
かい
事
じ

務
む

局
きょく

長
ちょう

【組織づくり・仕組みづくり】住民同士が気軽に
集まり楽しく過ごせるよう高木食堂を開設、令
和７年度から本格運行されるコミュニティバス
「あいのり高木号」の発足に尽力するなど、地域
の課題解決に貢献した。

2 谷
たに

口
ぐち

　 義
よし

治
はる

朝倉市

上
かみ

秋
あき

月
づき

コ ミ ュ ニ

テ ィ セ ン タ ー

事
じ

務
む

局
きょく

長
ちょう

【青少年教育】自作のもち米を使った餅つきやし
め縄つくり等、地域に密着した事業を展開する
とともに、秋月小探検クラブにおいて地域の歴
史などについて説明し、地域の良さを子ども達
に伝え青少年教育に貢献した。

5



事例発表

ウェルビーイングを高めるために！
～KIITO、プラス・アーツでの実践から見えてくること～

企画・プロデューサー。1993年大阪大学大学院修了後、竹中工務店入社。2001年、
まちづくり、建築、アートの３分野の企画プロデュース会社「iop都市文化創造研
究所」を設立。2006年「NPO法人プラス・アーツ」を設立後、クリエイティブな
新しい防災教育プログラムを多数開発し、国内外に展開。2012年デザイン・クリ
エイティブセンター神戸（KIITO）の副センター長に就任し、「＋クリエイティブ」
をコンセプトに、神戸市及び企業と協働し様々なジャンルの社会課題解決に取り組
む。2021年４月よりセンター長。
主な仕事に、都市キャンペーン型アートイベント「水都大阪・水辺の文化座」、
楽しく学ぶ防災訓練プログラム「イザ！カエルキャラバン！」、子どもがつくる子
どものための夢のまち「ちびっこうべ」、男性高齢者の社会参画と生きがいづくり
をテーマとした「男・本気の料理教室」、などがある。
『第６回21世紀のまちづくり賞・社会活動賞』、『第14回防災まちづくり大賞消防
科学センター理事長賞』、『第１回まちづくり法人国土交通大臣賞』、国際交流基金
『地球市民賞』、『JICA理事長賞』受賞。
NHK・Ｅテレ「東北発☆未来塾」、TBS『情熱大陸』、日本テレビ『世界一受け
たい授業』などテレビ番組にも多数出演。

プロフィール

� 永
なが

田
た

 宏
ひろ

和
かず

�氏

株式会社iop都市文化創造研究所
代表取締役
NPO法人プラス・アーツ　理事長
デザイン・クリエイティブセンター神戸
【KIITO】　センター長
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ささんんぽぽみみややナナイイトトピピククニニッックク ココーーヒヒーー提提
供供

セセカカンンドドラライイフフ応応援援講講座座出出演演

地地域域イイベベンントト用用フフィィナナンンシシェェ仕仕込込みみ作作業業 ママドドレレーーヌヌアアレレンンジジレレシシピピ勉勉強強会会
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オオーーププンン 出出店店 オオーーププンン 出出店店

おおややここぷぷららっっととひひろろばば中中央央 ココーーヒヒーー提提供供 甲甲南南大大学学・・ピピッッツツババーーググ大大学学交交流流

甲甲南南大大学学・・ピピッッツツババーーググ大大学学交交流流 甲甲南南大大学学・・ピピッッツツババーーググ大大学学交交流流
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甲甲南南大大学学・・ピピッッツツババーーググ大大学学交交流流
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「大人の洋裁教室」ワークショップ

ファッションショーでのお披露目

「大人の洋裁教室」ワークショップ

ポートレート撮影

23



ちびっこうべワークショップ

オープン 出店

ちびっこうべワークショップ

オープン 出店
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「とにかく
そこらにあるもので運んだ」「お皿にラップを広げて」 「ジャッキが役に立った」

ジャッキアップゲーム紙食器づくり 毛布で担架タイムトライアル
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写真・イラストスペース

※説明文はできるだけ簡潔におねがいします

公民館連携開催例

写真・イラストスペース

※説明文はできるだけ簡潔におねがいします

公民館連携開催例

写真・イラストスペース

※説明文はできるだけ簡潔におねがいします

公民館連携開催例
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◆◆◆ メ　モ ◆◆◆
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コーディネーター

トークセッション

ウェルビーイングの実現に向けて！
～公民館ができること～

◆◆◆ メ　モ ◆◆◆

東京大学大学院教育学研究科�教授� 牧
まき

野
の

  篤
あつし

�氏
デザイン・クリエイティブセンター神戸（KIITO）センター長

�

� 永
なが

田
た

 宏
ひろ

和
かず
�氏

福岡県公民館連合会専門部長
北九州市生涯学習課係長 菅

すが
  恒

つね
弘
ひろ

 氏

2000年に北九州市役所に入職。区役所や財
政・企画・産業振興部門などを経て、2022年
4月より現職。生涯学習に関する計画策定、事
業・予算の取りまとめや制度設計、社会教育主
事や市民センター館長等の生涯学習に関わる人
材育成に取り組む。また、研修制度を利用した
学び直しをきっかけに、2014年にNPOを設
立し、NPO支援等に取り組む。市職員の勉強会の開催や異業種の社会人が集
い・学び合う場づくりにも取り組む。社会教育士。

プロフィール

登 壇 者
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◆◆◆ メ　モ ◆◆◆
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講　　演

ウェルビーイングの実現に向けて！
～福岡へのエールを込めて～

愛知県生まれ。名古屋大学大学院教育学研究科博士課程修了。博士(教育学)。
名古屋大学助教授・教授を経て、2008年より現職。2013年—20年、東
京大学高齢社会総合研究機構副機構長併任。
中央教育審議会生涯学習分科会委員・副分科会長。中央教育審議会第4期教
育振興基本計画部会委員。中央教育審議会生涯学習分科会社会教育人材部会部
会長。
農林水産省農村RMO推進研究会アドバイザー。
一般財団法人人生100年社会デザイン財団代表理事。

専門の研究領域は、社会教育学・生涯学習論で、人が生活の営みを続け、成
長していくことに現れるさまざまな事象を通して、社会のあり方を考え、人が
幸せに暮らすために何ができるのかを考えること、とくにコミュニティの自律
と住民の学習とのかかわりに関心がある。

プロフィール

『公民館はどう語られてきたのか—小さな社会をたくさんつくる・1』(2018年）、
『公民館をどう実践してゆくのか—小さな社会をたくさんつくる・2』(2019年）、
『公民館を再発明する—小さな社会をたくさんつくる・3』（2024年）（いずれも
東京大学出版会）など

主な著書

東京大学大学院教育学研究科
教授

� 牧
まき

野
の

  篤
あつし

�氏
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W
el
l-
be
in
g（
ウ
ェ
ル
・
ビ
ー
イ
ン
グ
）
:

よ
り
よ
く
⽣
き
る
︖

（
po
si
ti
ve
）

よ
り
よ
く
い
る
︖

（
存
在
）

よ
く
在
る
︖

（
状
態
）

そ
う
在
る
よ
う
に
し
て
在
る

（
常
態
）

そ
う
在
る
よ
う
に
し
て
在
ら
し
め
ら
れ
る
（
pa
ss
iv
e)

そ
う
在
る
よ
う
に
受
け
⼊
れ
あ
う

「
ふ
る
さ
と
」
を
ど
う
つ
く
る
の
か

１
．

何
が

問
わ

れ
て

い
る

の
か

「
恩

送
り

」
︓

⾃
分

へ
の

⾒
返

り
を

考
え

ず
に

、
相

⼿
に

と
っ

て
「

よ
き

こ
と

」
を

す
る

⇦
基

本
的

に
、

次
の

世
代

を
育

む
こ

と
＝

社
会

を
つ

な
げ

る
こ

と

私
た

ち
が

社
会

を
つ

く
っ

て
い

る
こ

と
の

基
盤

Co
m

pa
ss

io
n

⇨
Co

m
pa

ss
io

na
te

 C
om

m
un

it
y 

(苦
し

み
・

悲
し

み
を

分
か

ち
あ

う
社

会
）

相
⼿

へ
の

想
像

⼒
、

「
よ

き
こ

と
」

に
気

づ
く

、
実

践
す

る

20
24
年
6⽉
25
⽇

中
央
教
育
審
議
会

総
会

⽣
涯
学
習
分
科
会

審
議
の
整
理

社
会
教
育
⼈
材
部
会

最
終
ま
と
め

⽂
部
科
学
⼤
⾂
よ
り
「
社
会
教
育
の
在
り
⽅
」
諮
問

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
を
⽀
え
る
今
後
の
社
会
教
育
の
在
り
⽅
と
推
進
⽅
策
に
つ
い
て
」

Co
m

pa
ss

io
n

Co
m

pa
ss

io
na

te
 C

om
m

un
ity

共
感

基
本

は
Pa

ss
io

n=
悲

し
み

・
苦

し
み

Co
m

=
分

か
ち

あ
う

Co
m

pa
ss

io
nと

は
悲

し
み

を
分

か
ち

あ
う

こ
と

相
⼿

の
⾝

に
な

る
こ

と
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第
4期
教
育
振
興
基
本
計
画
（
20
23
年
6⽉
閣
議
決
定
）

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
︓

「
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
⼿
の
育
成
」

「
⽇
本
社
会
に
根
ざ
し
た
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
」

「
我
が
国
の
将
来
を
展
望
し
た
と
き
、

教
育
こ
そ
が
社
会
を
け
ん
引
す
る
駆
動
⼒
の
中
核
を
担
う
営
み
で
あ
り
、

⼀
⼈
⼀
⼈
の
豊
か
で
幸
せ
な
⼈
⽣
と
社
会
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て

極
め
て
重
要
な
役
割
を
有
し
て
い
る
。
」

社
会

教
育
は

、
本

計
画

に
お

い
て

、
改

め
て
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
基

盤
と

す
る

社
会

の
⼟
台

で
あ

る
⼈

と
⼈

と
の

「
か

か
わ

り
」
や

「
つ

な
が

り
」

の
⼟
壌

を
耕

し
て
お

く
と

い
う

役
割

が
強

調
さ

れ
、

そ
れ

が
社

会
の

持
続

可
能
性
お

よ
び

ウ
ェ

ル
ビ

ー
イ

ン
グ

と
結
び

つ
け

ら
れ

て
い

る
 

社
会
教
育
と
い
う
概
念
︓

学
校
教
育
と
の
対
⽐

に
よ

っ
て

規
定

さ
れ

て
き

た

社
会

教
育

は
、

歴
史

的
に

学
校

教
育

と
の

対
⽐

に
お

い
て

、
学

校
教

育
の

「
補

⾜
」

「
拡

張
」

「
代

位
」

「
以

外
」

、
さ

ら
に

「
移

⾏
」

な
ど

と
発

達
形

態
が

規
定

さ
れ

、
ま

た
現

⾏
の

社
会

教
育

法
第

2条
に

は
「

学
校

の
教

育
課

程
と

し
て

⾏
わ

れ
る

教
育

活
動

を
除

き
、

主
と

し
て

⻘
少

年
及

び
成

⼈
に

対
し

て
⾏

わ
れ

る
組

織
的

な
教

育
活

動
（

体
育

及
び

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ヨ
ン

の
活

動
を

含
む

。
）

を
い

う
」

と
規

定
さ

れ
て

い
る

。
 

⇩

個
⼈
の
要
望
と
社
会
の
要
請
が
前
⾯
化

し
て

、
社

会
に

お
い

て
⾏

わ
れ

る
教

育
と

さ
れ

る

2．
社

会
教

育
の

概
念

を
問

う

個
⼈
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
︓

個
⼈
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
、
獲
得
的
な
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

社
会
・
環
境
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
︓

個
⼈
が
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
追
い
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
条
件
と
し
て
の

協
調
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

協
調
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が
あ
っ
て
、
獲
得
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が
可
能
と
な
り
、

獲
得
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が
花
開
く
こ
と
で
、
協
調
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が

豊
か
に
形
成
さ
れ
る

個
⼈
と
社
会
が
相
補
的
に
⽀
え
あ
う
関
係
が
必
要

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
（
Co
m
pa
ss
io
n）
は
切
り
離
せ
な
い

42

第69回 福岡県公民館大会



民
主
的
社
会
教
育
機
関
で
す

村
の
茶
の
間
で
す

親
睦
交
友
を
深
め
る
施
設
で
す

産
業
振
興
の
原
動
力
で
す

民
主
主
義
の
訓
練
場
で
す

文
化
交
流
の
場
で
す

郷
土
振
興
の
機
関
で
す

⼩
和
⽥
武
紀
『
公
⺠
館
図
説
』
(1
95
4年
)よ
り
：
⽂
部
科
学
省
提
供
資
料

3．
地

域
を

つ
く

る
公

⺠
館

・
社

会
教

育

過
疎
地
三
つ
の
空
洞
化
（
⼩
⽥
切
徳
美
︓
明
治
⼤
学
農
学
部
）

⼈
の
空
洞
化

⼟
地
の
空
洞
化

集
落
機
能
の
空
洞
化

⇨
誇
り
の
空
洞
化
⇨
集
落
の
解
体
・
⾃
治
の
解
体

⇨
無
住
化

4．
⼈

は
何

が
⼤

切
な

の
か

社
会

教
育

が
⼟
壌

を
耕

す
こ

と
で

、
こ

の
社

会
が

豊
か

な
基

盤
を

つ
く

る
こ

と
に

な
り

、
そ

れ
が
防
災
や
福
祉

、
産
業

振
興

、
⽂

化
交
流

な
ど

、
い
わ
ば
⾸
⻑

部
局

の
⼀
般
⾏
政

が
有
効

に
機

能
す

る
こ

と
に
も

つ
な

が
る

こ
と

が
指
摘

少
し
踏

み
込

ん
だ

い
い

⽅
を

す
れ
ば

、
⼀
般
⾏
政

の
社

会
教

育
化

と
で
も
呼
ぶ
べ

き
⽅

向
性

が
⽰

さ
れ

て
い

る

「
学
び

」
に

よ
る
住
⺠

⾃
治

を
社

会
に

よ
り
深

く
実
装

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る
時

代
と

な
っ

た
と

の
認
識

 

社
会
教
育
に
「
⽬
的
」
は
な
い

社
会
教
育
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
、
「
⽬
的
」
が
⽣
ま
れ
る

⼀
般
⾏
政
は
、
社
会
教
育
の
基
盤
の
上
で
、
有
効
に
機
能
す
る

敢
え
て
い
え
ば
、

社
会
教
育
は
「
社
会
」
を
永
続
さ
せ
る
た
め
の
営
み
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〈
社
会
〉
を
取
り
上
げ
る
場
合

意
外
と
⾒
落
と
さ
れ
が
ち
な
の
が

「
ひ
と
」

〈
社
会
〉
と
は
「
ひ
と
」

「
ひ
と
」
と
は
︖

5．
〈

社
会

〉
（

「
ふ

る
さ

と
」

）
と

は
「

ひ
と

」

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
「
学
び
」
が
焦
点
に

⇦
⽇
本
社
会
は
明
治
以
降
、
国
の
枠
組
み
が
動
揺
す
る
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
政
策
的
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る

総
務
省
︓
地
域
運
営
組
織
・
地
域
⽣
活
総
合
⽀
援
サ
ー
ビ
ス

厚
⽣
労
働
省
︓
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
・
地
域
共
⽣
社
会
づ
く
り
・
孤
独
孤
⽴
防
⽌

国
⼟
交
通
省
︓
国
⼟
強
靱
化
・
防
災
訓
練
・
孤
独
孤
⽴
防
⽌

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
⽣
会
議
︓
⼩
さ
な
拠
点

経
済
産
業
省
︓
未
来
の
教
室
、
半
径
50
セ
ン
チ
⾰
命
、
ST
EA
M
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

農
林
⽔
産
省
︓
農
村
地
域
づ
く
り
事
業
体

⽂
部
科
学
省
︓
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
、
地
域
学
校
協
働
活
動
、
G
IG
A
ス
ク
ー
ル

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
︓
福
祉
教
育
か
ら
社
会
教
育
へ

政
府
︓
⼈
⽣
10
0年
時
代
構
想
会
議

主
要
テ
ー
マ
︓
学
び
直
し
・
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

⼈
は
と
も
に
寄
り
添
う
こ
と
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
保
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
Co
m
pa
ss
io
nの
「
関
係
」

Co
m
pa
ss
io
nの
関
係
が
プ
ラ
イ
ド
を
と
も
に
讃
え
あ
う
関
係
に
な
る

相
⼿
を
慮
り
、
尊
重
す
る
関
係

⇨
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
つ
な
が
る

社
会
教
育
は
社
会
の
地
下
⽔
脈

社
会
教
育
再
分
肢
論

社
会
教
育
が
「
公
⺠
」
=
「
社
会
我
」
を
育
て
る

「
社
会
我
」
＝
社
会
の
中
に
⾃
分
を
⾒
出
し
、
⾃
⼰
の
中
に
社
会
を
感
受
す
る

学
校
や
家
庭
は
そ
の
⼀
端
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
の
み

社
会
教
育
は
、
⼈
間
関
係
を
耕
し
て
お
く
営
み
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「
学
び
」
と
「
⼈
づ
く
り
」
を
⼀
つ
な
が
り
に

︓
島
根
県
益
⽥
市
「
⼈
が
育
つ
ま
ち
」
「
⼈
が
輝
く
ま
ち
」

6．
誰

も
が

社
会

の
当

事
者

に
な

る
と

い
う

こ
と

「
住
み
開
き
」
︓

⾃
分
の
空
間
を
ち
ょ
っ
と
開
い
て
、
公
共
空
間
に
す
る

(財
)世
⽥
⾕
ト
ラ
ス
ト
ま
ち
づ
く
り
︓

「
地
域
共
⽣
の
い
え
」

岡
さ
ん
の
い
え
TO
M
O

都
市
部
の
空
き
家
を
開
放
す
る

7．
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

交
差

点
を

つ
く

る

世
界
的
課
題
・
社
会
の
構
造
的
変
化

根
源
的
危
機
の
時
代
︓

内
在
的
危
機
が
外
在
的
危
機
を
招
き
寄
せ
、
増
幅
し
、
加
速
す
る

こ
れ
を
⼈
々
の
⽇
常
⽣
活
で
引
き
受
け
ざ
る
を
得
な
い

⇨
地
域
社
会
で
ど
う
受
け
⽌
め
る
の
か

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
⾃
⽴
が
課
題
化
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新
し

い
発

想
で

: 
ア

ー
ト

を
重
ね

る
(沖
縄
県
那
覇
市
若
狭
公
⺠
館

）

8．
価

値
多

元
化

と
共

⽣
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

へ
̶
誰
に
で
も
価
値
が
あ
る
社
会
へ
︓
ア
ー
ト
を
重
ね
る
̶

V
ar
io
us
 p
eo
pl
e 

社
会
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
⼈
々
が
い
き
い
き
で
き
る
場
所

:コ
コ
ル
ー
ム
の
取
り
組
み

定
期

的
な

居
場

所
を

つ
く

る
 / 

開
い

て
る

デ
ー

カ
フ

ェ
＆

駄
菓

⼦
屋

移
動
図
書
館
／
那
覇
市
⽴
若
狭
図
書
館

こ
ど
も
⾷
堂

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
・
⼩
学
校
・
PT
A

パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
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2

○
多
様
な
人
材
の
ニ
ー
ズ
に
応
じた
学
習
機
会
を
拡
大

（
誰
で
も
希
望
した
時
に
受
講
で
き
る
環
境
の
整
備
）

○
社
会
教
育
人
材
の
デ
ジ
タル
も
活
用
した
ネ
ット
ワ
ー

ク化
や
、継

続
的
な
学
習
の
場
を
整
備

○
人
づ
くり
、つ
な
が
りづ
くり
、地

域
づ
くり
は
、

従
来
の
社
会
教
育
分
野
の
み
な
らず
、
他
の

多
くの
分
野
で
求
め
られ
る
よ
うに
な
って
い
る
。

○
多
様
な
人
材
（
首
長
部
局
・企
業
・N
PO
の

職
員
等
）
の
社
会
教
育
へ
の
参
画
が
重
要
に

社
会
教
育
の
裾
野
の
広
が
りと
、社
会
教
育
人
材
が
果
た
す
べ
き
役
割

学
校

社
会
教
育
施
設

首
長
部
局

教
育
委
員
会

社
会
教
育
士

社
会
教
育
人
材
を
ハ
ブ
に
した

人
づ
くり
、つ
な
が
りづ
くり
、地

域
づ
くり

団
体
・民
間
企
業

社
会
教
育
士

社
会
教
育
士

社
会
教
育
士

※
黄
色
の
楕
円
で
示
され
た
職
種
・属
性
の
者
が

講
習
を
受
講
して
、社

会
教
育
士
とな
る
イメ
ー
ジ

社
会
教
育
の
裾
野
の
広
が
り

地
域
学
校

協
働
活
動

推
進
員

学
校
司
書

司
書
・

司
書
補

NP
O

ま
ち
づ
くり

子
ども
会

地
域
振
興

司
書
教
諭

社
会
教
育
人
材
が

ハ
ブ
とし
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に

生
涯
学
習

コー
デ
ィネ
ー
ター

PT
A

CS
R

学
芸
員

社
会
教
育
主
事

公
民
館
主
事

地
域
学
校
連

携
担
当
教
員

民
間
教
育

事
業
者

福
祉 防

災
観
光

文
化

ス
ポ
ー
ツ

社
会
教
育
委
員

学
校
教
育

社
会
教
育
士

2

地
域
コ
ミュ
ニ
テ
ィ

社
会
教
育
士

地
域
共
生
社
会

地
域
運
営
組
織

自
治
会

農
村
型

地
域
運
営
組
織

「
今
後
の
⽣
涯
学
習
・
社
会
教
育
の
振
興
⽅
策
（
重
点
事
項
・
具
体
策
）
に
つ
い
て
」
（
第
12
期
中
央
教
育
審
議
会
⽣
涯
学
習
分
科
会
社
会
教
育
⼈
材
部
会
第
1回
部
会
20
23
05
26
資
料
）

A
: 

A
nt

ic
ip

at
io

n

実
際

は

A:
 A

ct
io

n

R
: 

Re
fle

ct
io

n

○
社
会
教
育
の
裾
野
の
拡
大
を
踏
ま
え
る
と、
地
域
に
お
け
る
社
会
教
育
全
体
を
俯
瞰
し
、そ
の
調
整
を
職
務
とし
て
担
う社

会
教
育

主
事
の
役
割
の
重
要
性
が
高
ま
って
い
る

○
地
域
の
社
会
教
育
人
材
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
と相

互
の
つ
な
が
りを
活
か
して
活
躍
で
き
る
よ
う、
社
会
教
育
行
政
の
専
門
職
で

あ
る
社
会
教
育
主
事
が
地
域
の
社
会
教
育
人
材
ネ
ット
ワ
ー
ク
を
構
築
・活
性
化
す
る
役
割
を
担
うこ
とが
重
要
に

⇒
地
域
活
動
に
お
け
る
社
会
教
育
士
の
活
躍
機
会
の
拡
大
に
よ
り、
社
会
教
育
主
事
の
配
置
が
、地
域
に
お
け
る
社
会
教
育
や
そ
の

関
連
分
野
の
実
践
を
つ
な
げ
、各
取
組
の
相
乗
効
果
的
な
充
実
を
図
る
。

社
会
教
育
人
材
の
養
成
及
び
活
躍
促
進
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
中
間
的
ま
と
め
）
【
概
要
】

（
令
和
５
年
８
月

中
央
教
育
審
議
会

 生
涯
学
習
分
科
会

 社
会
教
育
人
材
部
会
）

○
地
域
の
核
とな
る
学
校
教
育
と社

会
教
育
との
連
携
に
よ
る
、世
代
を
超
え
た
地
域
の
つ
な
が
りづ
くり
や
次
世
代
の
育
成
の
進
展

○
福
祉
・農
村
振
興
・防
災
・ま
ち
づ
くり
等
の
分
野
で
の
「地
域
コミ
ュニ
テ
ィ」
に
着
目
し
た
施
策
の
展
開
と社

会
教
育
との
連
携
の
重
要
性
の
増
大

○
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
進
展
や
、社

会
の
構
造
的
な
変
化
に
よ
る
リカ
レ
ン
ト
や
リス
キ
リン
グ
の
学
習
ニ
ー
ズ
の
高
ま
りな
どの
社
会
教
育
の
フィ
ー
ル
ド
の
広
が
り

⇒
こう
した
社
会
教
育
の
裾
野
の
拡
大
を
見
据
え
、地

域
コミ
ュニ
テ
ィに
お
け
る
学
び
を
基
盤
とし
た
自
律
的
・持
続
的
な
活
動
の
促
進
に
資
す
る
社
会
教
育
の
専
門
性
を
有
す
る
社
会
教
育
人
材
が
果
た

す
役
割
は
大
き
い

○
他
方
、社

会
の
様
々
な
行
政
分
野
に
お
い
て
社
会
教
育
との
連
携
が
模
索
され
て
い
る
の
に
対
し、
社
会
教
育
主
事
の
配
置
率
は
5割

に
満
た
な
い
。社

会
教
育
に
対
す
る
興
味
・関
心
や
期
待
を
持
って

い
る
人
々
の
ニ
ー
ズ
に
着
実
に
応
え
、よ
り多

くの
人
が
社
会
教
育
活
動
に
当
事
者
とし
て
参
画
し
、学
び
教
え
合
う状

況
の
創
出
が
必
要

⇒
学
び
を
基
盤
とし
た
社
会
教
育
活
動
を
オ
ー
ガ
ナ
イズ
で
き
る
専
門
性
を
備
え
た
社
会
教
育
人
材
の
質
的
な
向
上
・量
的
な
拡
大
が
極
め
て
重
要

○
社
会
教
育
が
社
会
基
盤
とし
て
の
役
割
を
幅
広
く果
た
して
い
くた

め
に
は
、教

育
委
員
会
事
務
局
や
社
会
教
育
施
設
は
も
とよ
り、

首
長
部
局
や

NP
O
等
の
多
様
な
主
体
が
担
う社
会
の
幅
広
い
領

域
に
お
い
て
、社
会
教
育
人
材
を
確
保
す
る
こと
が
不
可
欠

○
多
様
な
分
野
で
活
躍
す
る
社
会
教
育
人
材
を
幅
広
く確
保
す
る
こ

とは
、相

互
の
支
え
合
い
や
組
織
的
な
教
育
力
の
発
揮
に
よ
り、
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
の
活
性
化
だ
け
で
な
く社
会
教
育
全
体
の
振
興
に

も
資
す
る

⇒
幅
広
い
人
材
に
とっ
て
受
講
し
や
す
い
社
会
教
育
主
事
講
習
の

実
現
が
社
会
教
育
振
興
施
策
全
体
の
基
盤
に

「専
門
性
を
様
々
な
場
に
活
か
す
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
」 

現
場
レ
ベ
ル
の
活
動
に
お
い
て
、各
々
の
専
門
性
と社

会
教

育
の
知
見
を
活
か
し
な
が
ら、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
活
動
を
活

性
化
させ
た
り、
そ
の
意
義
を
深
め
た
りす
る

「地
域
全
体
の
学
び
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
」 

首
長
部
局
等
が
担
う福

祉
や
防
災
等
の
多
様
な
分
野
と社

会
教
育

(行
政

)を
つ
な
ぐこ
と等

に
よ
り、
社
会
教
育
の
行
政
及
び
実
践
の
取
組

全
体
を
け
ん
引
し、
地
域
全
体
の
社
会
教
育
の
振
興
の
中
核
を
担
う

地
域
社
会
の
様
々
な
場
で
活
躍
す
る
社
会
教
育
人
材
の
確
保

○
多
様
な
人
材
が
社
会
教
育
の
専
門
性
を
身
に
付
け
よ
うと
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
して
い
くた
め
に
は
、様

々
な
教
育
機
関
に
よ
って
、地

域
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
、工
夫
を
凝
ら
し
た
多
様
な
講
習
や
養
成
課
程
の
選

択
肢
が
提
供
され
、受
講
者
が
自
身
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
学
習
内
容
等
を
選
択
し
うる
環
境
を
整
備
・拡
充
し
て
い
くこ
とが
重
要
。

○
社
会
教
育
主
事
講
習
・社
会
教
育
主
事
養
成
課
程
の
修
了
は
、社

会
教
育
人
材
の
エ
ン
ト
リー
条
件
で
あ
り、
社
会
教
育
主
事
講
習
等
に
お
い
て
は
、社

会
教
育
に
関
す
る
基
本
的
な
理
解
も
含
め
、様
々

な
実
務
経
験
を
積
む
に
当
た
って
重
要
とな
る
基
本
的
な
能
力
・知
見
等
を
身
に
付
け
る
こと
に
比
重
を
置
くこ
とを
基
本
とす
る
こと
が
適
当
。

○
講
習
等
の
修
了
後
に
お
い
て
、経
験
を
積
む
機
会
や
自
主
的
あ
る
い
は
相
互
に
学
ぶ
機
会
、様

々
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
な
研
修
の
機
会
等
を
確
保
す
る
こと
に
よ
り、
社
会
教
育
人
材
の
資
質
の
向
上
を

図
り、
活
躍
を
促
進
して
い
くこ
とが
必
要
。

社
会
教
育
主
事
・社
会
教
育
士
の
役
割
の
明
確
化
と配

置
促
進

社
会
教
育
人
材
を
ハ
ブ
に
し
た
人
づ
くり
、つ
な
が
りづ
くり
、地
域
づ
くり
の
実
現

社
会
教
育
主
事

社
会
教
育
士

社
会
教
育
人
材
に
求
め
ら
れ
る
能
力
・知
見
等
とそ
の
養
成
の
在
り方

1

２
．
社
会
教
育
人
材
に
関
す
る
施
策
の
基
本
的
な
方
向
性

１
．
社
会
教
育
人
材
を
取
り
巻
く
状
況
等
に
関
す
る
認
識

参
考
資
料
１

○
社
会
教
育
の
裾
野
の
拡
大
を
踏
ま
え
る
と、
地
域
に
お
け
る
社
会
教
育
全
体
を
俯
瞰
し
、そ
の
調
整
を
職
務
とし
て
担
う社

会
教
育

主
事
の
役
割
の
重
要
性
が
高
ま
って
い
る

○
地
域
の
社
会
教
育
人
材
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
と相

互
の
つ
な
が
りを
活
か
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う、
社
会
教
育
行
政
の
専
門
職
で

あ
る
社
会
教
育
主
事
が
地
域
の
社
会
教
育
人
材
ネ
ット
ワ
ー
ク
を
構
築
・活
性
化
す
る
役
割
を
担
うこ
とが
重
要
に

⇒
地
域
活
動
に
お
け
る
社
会
教
育
士
の
活
躍
機
会
の
拡
大
に
よ
り、
社
会
教
育
主
事
の
配
置
が
、地
域
に
お
け
る
社
会
教
育
や
そ
の

関
連
分
野
の
実
践
を
つ
な
げ
、各
取
組
の
相
乗
効
果
的
な
充
実
を
図
る
。

社
会
教
育
人
材
の
養
成
及
び
活
躍
促
進
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
中
間
的
ま
と
め
）
【
概
要
】

（
令
和
５
年
８
月

中
央
教
育
審
議
会

 生
涯
学
習
分
科
会

 社
会
教
育
人
材
部
会
）

○
地
域
の
核
とな
る
学
校
教
育
と社

会
教
育
との
連
携
に
よ
る
、世
代
を
超
え
た
地
域
の
つ
な
が
りづ
くり
や
次
世
代
の
育
成
の
進
展

○
福
祉
・農
村
振
興
・防
災
・ま
ち
づ
くり
等
の
分
野
で
の
「地
域
コ
ミュ
ニ
テ
ィ」
に
着
目
し
た
施
策
の
展
開
と社

会
教
育
との
連
携
の
重
要
性
の
増
大

○
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
進
展
や
、社

会
の
構
造
的
な
変
化
に
よ
る
リカ
レ
ン
ト
や
リス
キ
リン
グ
の
学
習
ニ
ー
ズ
の
高
ま
りな
どの
社
会
教
育
の
フィ
ー
ル
ド
の
広
が
り

⇒
こう
した
社
会
教
育
の
裾
野
の
拡
大
を
見
据
え
、地

域
コミ
ュニ
テ
ィに
お
け
る
学
び
を
基
盤
とし
た
自
律
的
・持
続
的
な
活
動
の
促
進
に
資
す
る
社
会
教
育
の
専
門
性
を
有
す
る
社
会
教
育
人
材
が
果
た

す
役
割
は
大
き
い

○
他
方
、社

会
の
様
々
な
行
政
分
野
に
お
い
て
社
会
教
育
との
連
携
が
模
索
され
て
い
る
の
に
対
し
、社
会
教
育
主
事
の
配
置
率
は
5割

に
満
た
な
い
。社

会
教
育
に
対
す
る
興
味
・関
心
や
期
待
を
持
って

い
る
人
々
の
ニ
ー
ズ
に
着
実
に
応
え
、よ
り多

くの
人
が
社
会
教
育
活
動
に
当
事
者
とし
て
参
画
し
、学
び
教
え
合
う状

況
の
創
出
が
必
要

⇒
学
び
を
基
盤
とし
た
社
会
教
育
活
動
を
オ
ー
ガ
ナ
イズ
で
き
る
専
門
性
を
備
え
た
社
会
教
育
人
材
の
質
的
な
向
上
・量
的
な
拡
大
が
極
め
て
重
要

○
社
会
教
育
が
社
会
基
盤
とし
て
の
役
割
を
幅
広
く果
た
し
て
い
くた

め
に
は
、教

育
委
員
会
事
務
局
や
社
会
教
育
施
設
は
も
とよ
り、

首
長
部
局
や

NP
O
等
の
多
様
な
主
体
が
担
う社
会
の
幅
広
い
領

域
に
お
い
て
、社
会
教
育
人
材
を
確
保
す
る
こと
が
不
可
欠

○
多
様
な
分
野
で
活
躍
す
る
社
会
教
育
人
材
を
幅
広
く確
保
す
る
こ

とは
、相

互
の
支
え
合
い
や
組
織
的
な
教
育
力
の
発
揮
に
よ
り、
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
の
活
性
化
だ
け
で
な
く社
会
教
育
全
体
の
振
興
に

も
資
す
る

⇒
幅
広
い
人
材
に
とっ
て
受
講
し
や
す
い
社
会
教
育
主
事
講
習
の

実
現
が
社
会
教
育
振
興
施
策
全
体
の
基
盤
に

「専
門
性
を
様
々
な
場
に
活
か
す
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
」 

現
場
レ
ベ
ル
の
活
動
に
お
い
て
、各
々
の
専
門
性
と社

会
教

育
の
知
見
を
活
か
し
な
が
ら、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
活
動
を
活

性
化
させ
た
り、
そ
の
意
義
を
深
め
た
りす
る

「地
域
全
体
の
学
び
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
」 

首
長
部
局
等
が
担
う福

祉
や
防
災
等
の
多
様
な
分
野
と社

会
教
育

(行
政

)を
つ
な
ぐこ
と等

に
よ
り、
社
会
教
育
の
行
政
及
び
実
践
の
取
組

全
体
を
け
ん
引
し、
地
域
全
体
の
社
会
教
育
の
振
興
の
中
核
を
担
う

地
域
社
会
の
様
々
な
場
で
活
躍
す
る
社
会
教
育
人
材
の
確
保

○
多
様
な
人
材
が
社
会
教
育
の
専
門
性
を
身
に
付
け
よ
うと
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
くた
め
に
は
、様

々
な
教
育
機
関
に
よ
って
、地

域
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
、工
夫
を
凝
ら
し
た
多
様
な
講
習
や
養
成
課
程
の
選

択
肢
が
提
供
され
、受
講
者
が
自
身
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
学
習
内
容
等
を
選
択
し
うる
環
境
を
整
備
・拡
充
し
て
い
くこ
とが
重
要
。

○
社
会
教
育
主
事
講
習
・社
会
教
育
主
事
養
成
課
程
の
修
了
は
、社

会
教
育
人
材
の
エ
ン
ト
リー
条
件
で
あ
り、
社
会
教
育
主
事
講
習
等
に
お
い
て
は
、社

会
教
育
に
関
す
る
基
本
的
な
理
解
も
含
め
、様
々

な
実
務
経
験
を
積
む
に
当
た
って
重
要
とな
る
基
本
的
な
能
力
・知
見
等
を
身
に
付
け
る
こ
とに
比
重
を
置
くこ
とを
基
本
とす
る
こと
が
適
当
。

○
講
習
等
の
修
了
後
に
お
い
て
、経
験
を
積
む
機
会
や
自
主
的
あ
る
い
は
相
互
に
学
ぶ
機
会
、様

々
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
な
研
修
の
機
会
等
を
確
保
す
る
こと
に
よ
り、
社
会
教
育
人
材
の
資
質
の
向
上
を

図
り、
活
躍
を
促
進
して
い
くこ
とが
必
要
。

社
会
教
育
主
事
・社
会
教
育
士
の
役
割
の
明
確
化
と配

置
促
進

社
会
教
育
人
材
を
ハ
ブ
に
し
た
人
づ
くり
、つ
な
が
りづ
くり
、地
域
づ
くり
の
実
現

社
会
教
育
主
事

社
会
教
育
士

社
会
教
育
人
材
に
求
め
ら
れ
る
能
力
・知
見
等
とそ
の
養
成
の
在
り方

1

２
．
社
会
教
育
人
材
に
関
す
る
施
策
の
基
本
的
な
方
向
性

１
．
社
会
教
育
人
材
を
取
り
巻
く
状
況
等
に
関
す
る
認
識

参
考
資
料
１

9．
社

会
教

育
主

事
(社

会
教

育
⼠

)の
位

置
づ

け
を

考
え

る

A:
 A

nt
ic

ip
at

io
n

A
: 

A
ct

io
n

R
: 

Re
fle

ct
io

n

参
考

：
OE

CD
 E

du
ca

tio
n 

20
30

An
tic
ip
at
io
n︓
予
期
す
る
・
予
測
す
る

⇨
何
か
「
楽
し
い
こ
と
・
愉
し
い
こ
と
」

を
考
え
て
ウ
キ
ウ
キ
す
る

Ac
tio
n︓
や
っ
て
み
る

Re
fle
ct
io
n︓
振
り
返
る

⇨
評
価
し
な
い

振
り
返
っ
て
、
さ
ら
に
An
tic
ip
at
io
n

ど
ん
ど
ん
多
様
に
な
る

10
．

PD
CA

か
ら

A
A

R
へ

47



全
員
が
当
事
者
に
な
る

⾃
分
を
尊
重
し
て
も
ら
え
る

相
⼿
を
尊
重
し
て
い
る

個
⼈
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

と
社
会
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

が
相
補
的
に
⽀
え
あ
う

信
頼
感
と
想
像
⼒

A
: 

A
nt

ic
ip

at
io

n

A
: 

A
ct

io
n

R
: 

Re
fle

ct
io

n

AA
R
循
環

「
学
び
」
＝
「
よ
き
こ
と
」
に
気
づ
き
、
実
践
す
る

⇨
社
会
に
「
共
通
善
」
を
実
践
す
る
営
み

「
学
び
」
を
「
公
共
財
」
と
し
て
実
装
す
る
事
業

11
．

FO
R

 A
LL

の
上

に
BY

 A
LL

へ

M
as
lo
w
's
 L
aw

Ji
gs
aw
-p
uz
zl
e 
m
od
el

上
⽥
假
奈
代
⽒
提
供
資
料

12
．

「
は

ま
る

」
と

、
「

育
つ

」

48

第69回 福岡県公民館大会



B
e-
in
g
で
あ
る
こ
と
で

D
o-
er

に
な
る

社
会
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が
実
現
す
る
こ
と
で

個
⼈
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が
促
さ
れ

さ
ら
に
社
会
が
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
状
態
に
な
る

14
．

Be
-i

ng
で

あ
る

こ
と

で
D

o-
er

に
な

る
A:

 A
nt

ic
ip

at
io

n
A:

 A
ct

io
n

R:
 R

ef
le

ct
io

n

AA
R循
環

A:
 A

nt
ici

pa
tio

n

A:
 A

ct
io

n
R:

 R
ef

le
ct

io
n

AA
R循
環

A:
 A

nt
ic

ip
at

io
n

A:
 A

ct
io

n

R:
 R

ef
le

ct
io

n

AA
R循
環

AA
R循
環
か
ら

A
A
R
代
謝
へ ⼈
⽣
10
0年
時
代
を
⽣
き
ぬ
く

「
学
び
続
け
る
実
践
」
を
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大会 月日 開　催　地 大　　会　　主　　題 全体討議テーマ

第1回 昭和28年
1月 県社会教育会館

第2回 昭和29年
4月 八 幡 市

第3回
昭和29年
11月19日
～20日

筑紫郡二日市町
中 央 公 民 館

社教法５周年、青振法1周年を記念し公民館・青年学
級の重要な諸問題を研究討議し、具体策を探り、既に
展開している生活自立運動の促進を期す

公民館の振興はいかにあるべき
か－社会教育の反省と将来

第4回
昭和30年
11月21日
～22日

大 牟 田 市
中 央 公 民 館

戦後10年間の公民館活動を反省し、困難な諸問題につ
いて徹底的に研究協議を行い、具体的振興策を樹立す
ると共に生活自立運動の推進を期す

赤字財政下の公民館をいかに振
興するか

第５回 昭和31年
10月25日 飯塚市中央公民館

公民館を社会教育機関として整備強化し、勤労青少年
教育の振興事業の効率化・総合化・大衆化をはかり、
新生活運動の促進を期す

公民館の現状はこのままでよい
か

第６回 昭和32年
10月19日 豊前市八屋中学校

地方財政の窮迫や町村合併のなかで、公民館の組織運
営を強化し、特に分館施設の整備と活動の活発化をは
かる

新生活運動の反省と今後の推進
方策について

第７回
昭和34年
11月21日
～22日

福岡市中央公民館
社教法施行10周年を記念し、公民館10年の歩みを顧み
新しい時代に即応する公民館のあり方と振興方策の研
究

公民館10年の歩みとこれからの
公民館

第８回
昭和35年
10月3日
～4日

大川市市民会館
公民館運営の科学化・技術化を促進し、地域の社会教
育センターにふさわしいものとするために設置基準に
則して、当面する問題の研究

地域の社会教育センターとして
の公民館の整備を計画的に推進
するためにはどうしたらよいか

第9回
昭和36年
6月3日
～4日

直 方 市 公 会 堂
地域社会の文化センターとして住民の実生活に即する
社会教育の総合的推進に寄与する公民館活動と経営の
あり方を求めて

地域の社会教育を総合的に推進
するためにはどうしたらよいか

第10回
昭和37年
5月13日
～14日

行橋市行橋小学校 楽しく学び、豊かな暮らしと文化をつくるために公民
館はどうしたらよいか

青少年が楽しく学び健やかに成
長するために公民館はどうした
らよいか

第11回
昭和38年
5月25日
～26日

北九州市戸畑区
文 化 ホ ー ル 住みよい地域社会に豊かな生活文化をつくろう

新しい地域社会の建設と生活文
化の向上発展に資するためには
公民館はいかにあるべきか

第12回
昭和39年
5月31日
～6月1日

福岡市市民会館 ひとりひとりの生活をよくし、豊かな市民性を育てる
ために公民館はどうしたらよいか

公民館への期待－とくに市民性
の向上を中心として－

第13回
昭和40年
5月23日
～24日

筑後市市民会館 変貌する社会における住民の社会教育活動を振興する
ための公民館の役割

地域住民の生活文化を高めるた
めに果たすべき公民館の役割は
何か

第14回
昭和41年
5月24日
～25日

田 川 市 体 育 館 住民の創造的生活の確立をめざす自主的な学習活動を
育てよう

住民の創造的生活の確立のため
に（分科会テーマ）

第15回
昭和42年
5月14日
～15日

豊前市市民会館 今日の生活をみつめ、明日の生活を築くための公民館
の役割とそのための施設設備の充実と配置のあり方

地方自治と住民の学習
（記念講演）

第16回
昭和43年
5月28日
～29日

北 九 州 市
八 幡 市 民 会 館 公民館の近代化と新しい活動の課題を求めて 社会生活の都市化と公民館の課

題（記念講演）

第17回
昭和44年
5月31日
～6月1日

太宰府町九州学園
福 岡 女 子 短 大

急激な社会構造の変化に対処し得る人間づくりと新し
い地域形成のための住民の教育機関としての公民館の
新しいあり方と役割

これからの新しい公民館のあり
方と役割（記念講演）

第18回
昭和45年
5月26日
～27日

久留米市市民会館 未来をひらくための学習と公民館のあり方を考えよう 公民館の理想と現実

第19回
昭和46年
5月25日
～26日

飯 塚 市
文 化 セ ン タ ー

住民の学習に応えられるための公民館の施設設備を充
実し、職員体制を整備し、市民社会を育てるための教
育をすすめよう

岐路にたつ70年代の選択
（記念講演）
公民館の理想と現実

福 岡 県 公 民 館 大 会 年 表
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大会 月日 開　催　地 大　　会　　主　　題 全体討議テーマ

第20回
昭和47年
7月6日
～7日

行橋市市民会館
住民の日常的学習要求に応じる公民館体制の確立と今
日的役割を考え、また新しい地域社会（コミュニティ）
形成のための公民館活動のあり方を考える

明日を創る公民館の新路線
（記念講演）

第21回 昭和48年
5月30日

福 岡 市 立 少 年
文化会館ホール 生活に根ざす公民館活動の創造と前進

生活に根ざす住民の教育要求に
こたえるための公民館の役割
（シンポジウム）

第22回 昭和49年�
6月6日

八 　 女 　 市
市 町 村 会 館 魅力ある公民館の創造と前進

実践発表
対面討議
全体討議

住民にとって公民館とは何か

第23回 昭和50年
6月1日 直 方 市 民 会 館 豊かな地域づくりをめざす公民館

の役割
シンポジウム
講　　演

コミュニティの形成と公民館
これからの公民館経営

第24回 昭和51年
6月3日 豊 前 市 民 会 館 住民の生活を高めるための公民館

事業のあり方を考える
パネル討議
講　　演

住民の求めに応ずる公民館事業
住民の生活を高めるための公民
館事業

第25回 昭和52年
9月22日

北九州市小倉南
市 民 セ ン タ ー

住民の学習要求に応えるための公
民館のあり方を考える

分科会（9）
講　　演 これからの社会教育

第26回 昭和53年
7月5日

太 宰 府 勤 労 者
体 育 セ ン タ ー

地域の住民の学習要求に応えるた
めの具体的な公民館のあり方を考
える

分科会（8）
講　　演 地域と社会教育

第27回 昭和54年�
7月3日

大 川 市
文 化 セ ン タ ー

多様化する地域住民の学習要求に
応えるための公民館のあり方を考
える

分科会（8）
講　　演 地域が育てる児童文化

第28回 昭和55年�
6月12日

中 間 体 育
文 化 セ ン タ ー

地域住民の実際生活に即した公民
館のあり方について

パネル討議
講　　演

地域住民の実際生活に即した公
民館の在り方について

第29回 昭和56年�
6月3日 行 橋 市 民 会 館 公民館が果たすべき今日的意義と

役割を考える
講　　演

シンポジウム（3）
青少年をとりまく諸問題に対処
する社会教育

第30回 昭和57年�
6月9日

北 九 州 市
小 倉 市 民 会 館

住民が主体となる公民館の在り方
を考える

講　　演
分科会（8）

住民が主体となる公民館の在り
方を考える

第31回 昭和58年�
8月9日

福岡県立福岡勤労
青 少 年 文 化
セ ン タ ー

「住民の実際生活に即した公民館
の役割と機能を考える」－今、公
民館は地域住民とともに何をしな
ければならないか－

講　　演
分科会（9）

「現代の青少年問題を考える」
－思いやりのある社会づくりの
ために－

第32回 昭和59年
6月22日 甘 木 文 化 会 館 生涯教育の視点に立った公民館経

営の在り方を考える

講　　演
パネル討議（3）
分科会（2）

ニューメディア時代を考える

第33回 昭和60年�
6月13日 飯塚文化センター 生涯教育推進の拠点になる公民館

のあり方を考える
講　　演
分科会（8） 生涯教育の推進と公民館の役割

第34回 昭和61年�
5月30日 豊 前 市 体 育 館 生涯学習を推進する公民館の役

割・機能を考える
講　　演
分科会（7） 生涯学習と放送

第35回 昭和62年
8月6日

北 九 州 市 立
小 倉 市 民 会 館

生涯学習を推進する公民館の役
割・機能を考える

講　　演
分科会（7）

「豊かな心を育てる地域社会の
役割」

第36回 昭和63年�
7月27日

福岡県立福岡勤労
青少年文化センター

生涯学習社会の形成をめざす公民
館のあり方を考える

講　　演
分科会（7）

「生涯学習社会における公民館
の役割」

第37回 平成2年�
11月21日 筑紫野市文化会館 生涯学習社会をめざす公民館のあ

り方を考える

講　　演
シンポジウム（1）
分科会（4）

「生涯学習社会における公民館
の役割」

第38回 平成3年
7月31日 直 方 市 民 会 館 生涯学習時代に対応する公民館活

動のあり方
講　　演
分科会（5）

地域に根ざした公民館活性化へ
の提言
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第39回 平成4年
7月30日

久 留 米 市
石橋文化センター

生涯学習時代に対応する公民館活
動のあり方

講　　演
分科会（5）

学校週５日制…公民館はどうす
る‼

第40回 平成5年
9月17日

大 牟 田 市
大牟田文化会館

生涯学習時代に対応する公民館活
動のあり方

講　　演
分科会（5） ボランタリズムの心

第41回 平成6年
7月29日

田 川 市
田川文化センター

住民とともに生涯学習社会を目指す
公民館の学習・交流活動のあり方

講　　演
分科会（5） 生涯学習における公民館の役割

第42回 平成7年
8月3日 行 橋 市 民 会 館 住民とともに生涯学習社会を目指す

公民館の学習・交流活動のあり方
講　　演
分科会（5）

公民館を元気に未来的にしよう
‼－“愛されるため”の魅力を
アップ…インテリジェント化－

第43回 平成8年
8月7日

北 九 州 市 立
小 倉 市 民 会 館

住民とともに生涯学習社会を目指す
公民館の学習・交流活動のあり方

講　　演
分科会（5）

生涯学習における公民館
－粋な生き方と学衆国づくり－

第44回 平成10年
8月20日

志 免 町 立
町 民 セ ン タ ー

生涯学習時代における公民館の主
体性と役割を考える

講　　演
分科会（5）

公民館のこれから
－社会教育を取り巻く環境の変
化に対応するために－

第45回 平成11年
7月30日

中 間 市
なかまハーモニーホール

生涯学習時代における公民館の主
体性と役割を考える

講　　演
分科会（5） 子どもと地域の教育力

第46回 平成12年
7月28日

久 留 米 市
石橋文化ホール

新しい時代への期待、公民館の新
たなあゆみを考える

講　　演
分科会（5）

新しい公民館活動のあり方～21
世紀の公民館像をめぐって～

第47回 平成13年
7月27日

筑 後 市
サザンクス筑後

21世紀の到来、地域とともに歩む
公民館活動の新たな戦略

講　　演
分科会（5）

家庭教育を支援する公民館活動
のあり方

第48回 平成14年
8月2日 飯塚市文化会館 完全学校週５日制スタート、公民

館の新たな役割を考える
講　　演
分科会（5）

社会教育の出番は、“今”
～完全学校週５日制に対応した
公民館活動のあり方～

第49回 平成15年
7月23日

苅 田 町 立
中 央 公 民 館

地域拠点としての公民館の新たな
役割を探る

講　　演
分科会（3）

メディアから見た地域拠点とし
ての公民館の役割

第50回 平成16年
8月31日

北 九 州 市
北九州芸術劇場

「地域拠点としての公民館、その
半世紀とこれからの展望」～未来
型公民館の在り方を探る～

講　　演
分科会（3）

「地域の学習拠点としての公民
館」～現状と将来～

第51回 平成18年
8月3日

宗 像 市
宗像ユリックス

少子高齢社会に対応した公民館の
在り方

講　　演
シンポジウム

地域へのメッセージ・会社の人
から社会の人へ少子高齢社会に
対応した公民館の在り方を探る

第52回 平成19年
8月8日

直 方 市
ユメニティのおがた

「公民館の家庭教育支援、今、何が
できるか」－子供の生活リズム向
上「早寝・早起き・朝ごはん」県
民運動－

講　　演
シンポジウム

家庭の教育力を高めるために、
社会教育の力を公民館の家庭教
育支援・今、何ができるか

第53回 平成20年
8月1日

朝 倉 市
サンライズ杷木

「学校・家庭・地域の連携を推進
する公民館の役割」

講　　演
シンポジウム

「社会全体の教育力向上」～学
校・家庭・地域の連携協力～
「学校・家庭・地域の連携を推
進する公民館の役割」

第54回 平成21年
8月1日

柳 川 市
柳 川 市 民 会 館

「教育力向上福岡県民運動の推進
と公民館」

講　　演
シンポジウム

「体験活動を通した青少年の自
立とこれからの社会教育」
「教育力向上福岡県民運動の推
進と公民館」

第55回 平成22年
8月4日

田 川 市
田川文化センター

「活力ある地域を創造する公民館
活動のあり方」

講　　演
シンポジウム

「地域づくり・まちづくりと公
民館の現代的役割」
「活力ある地域を創造する公民
館活動のあり方」

第56回 平成23年
8月4日

行 橋 市
行橋市民体育館 「新しい公共」とこれからの公民館 講　　演

シンポジウム

「『新しい公共』とこれからの公
民館」
「これからの公民館運営と役割」

第57回 平成24年
8月2日

北 九 州 市
八 幡 市 民 会 館

「絆づくりと活力あるコミュニティ
の形成」に向けて

講　　演
インタビュー・
ダイアローグ

「地域の絆を深め、活力あるコ
ミュニティを創造する公民館の
役割」
「元気の出るまちづくり」
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第58回
平成25年
8月29日
～30日

福岡国際会議場
福岡サンパレス
福 岡 市 民 会 館

「活力と魅力あるコミュニティづ
くりをめざして」～自立・協働・
創造の実現は公民館から～

分科会（7）
記念講演

※�第64回九州地区公民館研究大
会（福岡大会を兼ねる）

第59回 平成26年
7月31日

春 日 市
クローバープラザ

「地域の課題解決や活性化に向け
た公民館活動のあり方」

講　　演
インタビュー・
ダイアローグ

「地域の活性化に向けた公民館
の役割」

第60回 平成27年
8月4日

岡 垣 町
岡垣サンリーアイ

「地域に活力を生み出す公民館の
役割」

講演
シンポジウム 「活力を生み出す公民館」

第61回 平成28年
8月10日

久 留 米 市
久留米シティプラザ 「ひとを育て、まちを育む公民館力」

講　　演
インタビュー・
ダイアローグ

「地域の課題解決に向けて、『公
民館』はどうあるべきか？」

第62回 平成29年
8月10日

筑 後 市
サ ザンクス筑 後

「公民館が核となった人づくり・ま
ちづくりの可能性を求めて」

講　　演
インタビュー・
ダイアローグ

「持続可能な地域づくり・人づ
くりに向けた公民館の可能性
は？」

第63回 平成30年
8月10日

飯 塚 市
イイヅカコスモスコモン

「持続可能な地域に向けて　公民
館が進む道」～この時代だからこ
そ必要とされる地域の拠点である
ために～

講　　演
インタビュー・
ダイアローグ

「地域を元気にする公民館の仕
掛け」
「地域を元気にし、住民から必
要とされる公民館」

第64回 令和元年
7月26日

苅 田 町
中 央 公 民 館

「持続可能な地域づくりに向けて
公民館が進む道」～地域住民を巻
き込む一体的な取組を創造する公
民館活動～

講　　演
パネル

ディスカッション

「魅力ある地域づくりを担う公
民館の役割を創造する」
「持続可能をめざした地域づく
りに向かう公民館活動の在り
方」

第65回

令和2年
10月5日
～

10月30日

ＷEＢ動画配信

「持続可能な地域づくりに向けて　
公民館が進む道」～「多世代の関
わり」や「学校や各種団体との連
携・協働」などをどう具現化して
いくか～

パネル
ディスカッション
座談会

「多世代の関わり」や「学校や
各種団体との連携・協働」など
をどう具現化していくか

第66回

令和3年
11月8日
～

11月26日

ＷEＢ動画配信
「持続可能な地域づくりに向けた
公民館活動の在り方」今こそ、地
域を結ぶ新しい時代の公民館～温
故知新～

分科会（8）
記念講演

※第72回九州地区公民館研究大会
　（福岡大会を兼ねる）

第67回 令和4年
8月24日

糸 島 市
九州大学椎木講堂

「持続可能な地域づくりに向けて
　公民館に求められるもの」
～「つどう」「つながる」公民館
活動～

講　　演
パネル

ディスカッション

「持続可能な地域づくりに向け
て、公民館に求められるものと
は」

第68回 令和5年
8月3日

岡 垣 町
岡垣サンリーアイ

「ウェルビーイングの実現を支え
る地域コミュニティの拠点として
の公民館活動の在り方」
～これからの人づくり・つながり
づくり・地域づくり～

事例発表
トークセッション

講演

「ウェルビーイングの実現を支
える公民館活動の取組」
「ウェルビーイングの実現をめ
ざした人づくり・つながりづく
り・地域づくり」
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福岡県公民館連合会、福岡県教育委員会主  催

令和６年8月７日（水）

石橋文化センター

久留米ラーメン

久留米焼きとり

久留米シティプラザ

福岡県公民館大会福岡県公民館大会
第69回

久留米つつじ


